
最近の経済動向

響
し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
D
I

の
水
準
と
し
て
は
比
較
的
高
い
レ
ベ
ル

を
保
っ
た
。

製
造
業
は
1
・
7
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の

10
・
5
。
悪
化
は
1
年
ぶ
り
。
非
製
造

業
は
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
5
・

7
と
な
っ
た
。
改
善
は
2
四
半
期
連
続
。

―
製
造
業
―

自
動
車
部
品
は
大
幅
改
善

自
動
車
部
品
は
19
・
2
と
、
前
回
調

査
に
く
ら
べ
大
幅
に
改
善
し
た
。
堅
調

な
自
動
車
輸
出
と
、
年
度
末
商
戦
で
国

内
生
産
台
数
が
増
え
た
こ
と
が
寄
与
し

た
も
よ
う
。

機
械
器
具
部
品
は
39
・
7
。
10
～
12

月
期
に
対
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
悪
化
し

た
が
、
旺
盛
な
機
械
需
要
の
下
、
お
お

む
ね
好
調
を
維
持
し
た
。
D
I
の
水

準
は
全
業
種
中
、
も
っ
と
も
高
い
。

金
属
製
品
は
、
や
や
悪
化
し
た
も
の

の
、
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
。

当
金
庫
が
行
っ
た
1
～
3
月
期
の

「
中
小
企
業
景
気
動
向
調
査
」
の
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
。
足
元
の
景
況
は
お
お

む
ね
横
ば
い
推
移
し
て
い
る
が
、
円
高

や
貿
易
摩
擦
で
先
行
き
慎
重
に
構
え
る

企
業
も
増
え
て
い
る
。

調
査
期
間
は
2
月
21
日
か
ら
3
月

7
日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

9
9
5
社
。
回
答
数
は
8
8
2
社
。（
回

答
率
88
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
）

業
況

業
況
判
断
D
I
小
幅
悪
化

企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
7
・
8
と
な
っ
た
。
10
～
12
月

期
の
8
・
0
か
ら
や
や
低
下
、
景
況
感

は
1
年
ぶ
り
に
悪
化
し
た
。
資
源
価
格

の
上
昇
や
長
引
く
人
手
不
足
が
多
少
影

景
況
感 

小
幅
悪
化

先
行
き
慎
重
な
見
方
増
え
る

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
1
～
3
月
期
）
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業況判断DI（「良い」-「悪い」）

→
予想

↑良い

↓悪い

製造業

非製造業

全産業
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最近の経済動向

経営上の問題点

1位　人手不足（45.1％）
2位　売上の停滞・減少

（33.8％）
3位　同業者間の競争激化

（21.8％）
4位　利幅の縮小（20.3％）
5位　人件費の増加（17.1％）

重点経営施策

1位　人材の確保（47.5％）
2位　販路の拡大（42.0％）
3位　経費の節減（38.1％）
4位　情報力の強化

（19.1％）
5位  教育訓練の強化

（17.5％）

建
設
業
は
6
・
5
ポ
イ
ン
ト
改
善
の

17
・
2
。
改
善
は
3
四
半
期
連
続
。
年

度
末
を
迎
え
た
公
共
工
事
業
で
マ
イ
ン

ド
が
好
転
す
る
と
と
も
に
、
一
般
の
設

備
工
事
業
に
も
大
幅
な
改
善
が
み
ら
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
住
宅
建
築
業
は
冴

え
な
い
。
こ
の
と
こ
ろ
持
家
住
宅
の
着

工
戸
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
が
最
大

の
要
因
。

不
動
産
業
は
17
・
2
。
前
回
（
22
・

9
）
よ
り
も
悪
化
し
た
形
と
な
っ
た
が
、

不
動
産
需
要
は
堅
調
で
、
持
ち
直
し
の

そ
の
ほ
か
、
木
材
・
木
製
品
は
改
善
。

窯
業
・
土
石
、
繊
維
製
品
、
印
刷
、
食

料
品
は
悪
化
し
た
。

―
非
製
造
業
―

サ
ー
ビ
ス
業
改
善
、卸
売
業
は
振
る
わ
ず

卸
売
業
は
前
回
調
査
よ
り
11
・
5
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
、
0
・
0
と
な
っ
た
。

農
畜
産
物
・
水
産
物
卸
、
食
料
・
飲
料

卸
、
建
設
資
材
卸
が
振
る
わ
な
か
っ
た

の
が
全
体
を
押
し
下
げ
た
。
た
だ
、
機

械
器
具
卸
に
は
堅
調
な
業
況
推
移
が
み

ら
れ
た
。

小
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
18
・
4
。
依
然

と
し
て
マ
イ
ナ
ス
領
域
に
あ
っ
て
、
回

復
の
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。「
仕
入

価
格
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
販
売
価
格

に
転
嫁
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
あ

り
、
収
益
力
の
低
下
が
足
枷
に
な
っ
て

い
る
企
業
も
多
い
。

飲
食
業
は
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

30
・
8
。
昨
年
秋
以
降
の
天
候
不
順
で

食
材
価
格
が
高
騰
。
そ
れ
が
利
鞘
縮
小

の
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
模
様
。
ま

た
、
こ
の
冬
は
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
た

め
、
消
費
者
が
外
出
を
控
え
た
と
い
う

側
面
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

業種別天気図（数値は業況判断DI）

〔天気マークの見方〕

DI ▲50.0 ▲5.0 5.0 50.0

業　種 10～12月期
（前回）

1～3月期
（今回）

4～6月期
（予想） 業　種 10～12月期

（前回）
1～3月期
（今回）

4～6月期
（予想）

全産業 	 8.0 	 7.8 	 0.9 印　刷 	▲27.3 	▲33.4 	 ▲8.3

製造業 	 12.2 	 10.5 	 5.9 食料品 	 ▲3.4 	▲16.6 	▲13.3

非製造業 	 4.8 	 5.7 	 ▲2.8 卸売業 	 11.5 	 0.0 	 ▲3.6

自動車部品 	 4.8 	 19.2 	 0.0 小売業 	▲20.6 	▲18.4 	▲17.2

機械器具部品 	 41.7 	 39.7 	 21.1 飲食業 	▲27.6 	▲30.8 	▲27.0

金属製品 	 16.7 	 13.1 	 16.2 建設業 	 10.7 	 17.2 	 ▲2.8

窯業・土石 	▲12.5 	▲36.8 	▲18.8 不動産業 	 22.9 	 17.2 	 11.8

木材・木製品 	▲60.0 	▲40.0 	▲60.0 運輸業 	 23.3 	 24.1 	 17.9

繊維製品 	 10.6 	▲10.0 	 5.0 サービス業 	 1.2 	 11.7 	 3.5
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最近の経済動向

ず
、
む
し
ろ
深
ま
っ
て
い
る
。
過
不
足

判
断
D
I
（「
過
剰
」
と
答
え
た
企
業

の
割
合
か
ら
「
不
足
」
と
答
え
た
企
業

の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全
産

業
で
マ
イ
ナ
ス
41
・
9
と
、「
不
足
」

超
過
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

と
く
に
、
飲
食
業
や
運
輸
業
な
ど
で

は
、
そ
の
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、「
人

材
不
足
で
、
売
上
増
加
の
機
会
を
逃
し

て
い
る
」「
ア
ル
バ
イ
ト
の
確
保
の
難

し
さ
は
、
今
ま
で
に
な
い
次
元
。
営
業

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

切
実
な
声
も
あ
っ
た
。

業
況
見
通
し

円
高
や
貿
易
摩
擦
へ
の
警
戒
感
が
台
頭

先
行
き
は
、
慎
重
な
見
方
が
増
え

て
い
る
。
業
況
判
断
見
通
し
D
I
は

0
・
9
。
1
～
3
月
期
に
く
ら
べ
6
・

9
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
予
想
と
な
っ

た
。
と
く
に
、
自
動
車
部
品
製
造
業
、

機
械
器
具
部
品
製
造
業
、
木
材
・
木
製

品
製
造
業
、
建
設
業
な
ど
で
大
幅
な
悪

化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

為
替
の
円
高
や
米
中
の
通
商
政
策
な

ど
に
対
す
る
警
戒
感
が
台
頭
し
つ
つ
あ

る
。

べ
た
売
上
額
判
断
D
I
（「
増
加
」
と

答
え
た
企
業
の
割
合
か
ら
「
減
少
」
と

答
え
た
企
業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）

は
全
産
業
で
14
・
4
と
な
り
、
4
四
半

期
連
続
の
プ
ラ
ス
（
増
加
）
と
な
っ

た
。
同
収
益
判
断
D
I
も
3
・
3
と
、

3
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
（
増
加
）。

業
種
別
に
み
て
増
収
増
益
だ
っ
た
の

は
、
自
動
車
部
品
製
造
業
、
機
械
器
具

部
品
製
造
業
、
卸
売
業
、
建
設
業
、
不

動
産
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
。
減

収
減
益
は
、
窯
業
・
土
石
製
造
業
、
木

材
・
木
製
品
製
造
業
、
印
刷
業
、
食
料

品
製
造
業
、
小
売
業
。

基
調
は
崩
れ
て
い
な
い
。

運
輸
業
は
24
・
1
と
、
10
～
12
月
期

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
景
況
感
は
横

ば
い
推
移
し
た
。
燃
料
費
と
人
件
費
の

上
昇
が
続
い
て
い
る
が
、
運
賃
の
値
上

げ
で
収
益
を
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
と
み
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
10
・
5
ポ
イ
ン
ト
改

善
の
11
・
7
。
改
善
は
3
四
半
期
ぶ
り
、

改
善
幅
は
非
製
造
業
の
な
か
で
最
大
。

法
人
向
け・個
人
向
け
、と
も
に
改
善
し
た
。

売
上・収
益

増
収
増
益
の
基
調
続
く

足
元
の
動
向
を
示
す
前
年
同
期
に
比

お客様の声

・ 景気に高揚感はあるが、購買力が伴って
いない。まだデフレ感は強い。（菓子製造）

・ オリンピック開催やリニア開業などを控
え、その影響で大型土木建築用のコンク
リート二次製品が増えてきた。（建築用
ブロック製造）

・ 新しい産業用ロボットを導入した。（自
動車部品製造）

・ 工作機械メーカーの設備投資の増加によ
り、2018年度中の仕事は確保できている。
ただし、外注を増やす必要がある。（航空
機部品・工作機械治具製造）

・ 従業員の体調不良（風邪やインフルエン
ザ）で、納期が遅れてしまった。（発電機、
金属プレス機械製造）

・ 最近、品物の欠品が多く、納期に間に合
わないこともある。（機械器具卸）

・ ドラックストアの乱立で、来店客数が減
少。売上が落ちている。（薬局）

・ 下請専門業者の確保難。（建設工事）

・ 外国人労働者を受け入れるべきか否か。
その場合、どんな問題が生じるか、大変
悩む。（大型自動車修理）

・ 若者に好感を持たれない３Ｋの職種。現
有の労働者の高齢化、非効率化がネック。
外注依存度を高め、若手技能者を確保す
ることが急務。（管工事・水道施設工事）

▲80
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▲20
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人手過不足判断ＤＩ-（「過剰」「不足」）

製造業

飲食業

建設業

運輸業

人
手

人
材
確
保
難
で
、営
業
に
支
障
も

人
手
不
足
感
は
依
然
と
し
て
収
ま
ら
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